
海外における日本語教育

— 23 —

令和 7 年度 国際交流基金
公募プログラムガイドライン

日本語パートナーズ派遣

申請資格
申請者は、次に掲げる要件を全て満たしている必要があります。
1 �事業の趣旨を理解し、アジアの架け橋となる志を持っていること
2 �現地の一般的な水準の生活環境（住居、暮らしぶり等）に対応できること
3 �満 20 歳以上満 69 歳以下で、日本国籍を有し、日本語を母語とすること
4 �日常英会話ができること
5 �JF が別途指定する派遣前研修の全日程（約１か月）に参加できること
6 �SNS、ウェブサイト等を活用して本プログラムの広報や活動についての情報発信に協力できること
7 �基本的なパソコン操作ができること（Ｅメールの送受信、簡単な文書や資料の作成など）
※上記の申請資格は、派遣先により異なる場合があります。

派遣地域
インドネシア、カンボジア、タイ、フィリピン、ベトナム、マレーシア、ラオス、台湾、インド

派遣期間
１年未満

支給内容
往復航空券（エコノミークラス割引運賃）、旅費、滞在費等
※住居は JF が提供します。

備考
1 �募集情報等は、日本語パートナーズ派遣事業のウェブサイト（https://asiawa.jpf.go.jp/

partners/）に掲載します。
2 �派遣地域や派遣期間は予定です。変更となる場合がありますので、ご注意ください。

担当：�日本語パートナーズ事業部

ASEAN 諸国を中心とするアジアの日本語教育を行う中等教育機関等に、現地 
日本語教師・学習者を支援する日本語パートナーズを派遣し、現地日本語 
教師の教育活動を支援するとともに、教室内外の学習者の支援や文化交流を
通して、日本語と日本文化の魅力を伝えることを目的としています。
また日本語パートナーズ自身にも、現地での活動と人々との交流を通して、
派遣先国・地域の文化や言語に対する理解を深め、将来的にアジアの架け橋
となることを期待しています。


